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以前の研究において、古典的（量子論的でないという意味）波動場のエントロピーを、波

の複素振幅を用いた密度行列に基づいて定義した[1]。(フォンノイマンエントロピーそのも

のですが。) 波動場のエントロピーはプラズマ波動の場合、粒子速度分布関数を用いて定

義するギブスエントロピーを包含しつつ位相情報をもち、実験での計測も容易である等多

くの利点がある。このエントロピーを用いることで波動場のヘルムホルツ自由エネルギー

を定義できるようになり情報熱力学への拡張も可能になると考えている。今回そのエント

ロピーが、（いくつかの設定、条件下であるが、）時間の単調増加関数であることを示す、

いわゆるH定理を導出したので報告する[2]。また、ボルツマンのH定理との、熱力学的エン

トロピーとの関係に関しても少し触れる。 
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